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2) との「軸送投入」は，アイザ-"が空間的距離の移動一一一これは~γ ド マイル1 トン キP
等によって制定される と定載した「輸送投入j と同じものであり. r障害が存在Tる空間を
移動する際に直面する困難を克服するのに必要とされる，苦働または他の生産要素の使用」すな
わち輸送費用に司応している (Isard，(3)， p. 79，訳，81-82ペー ジ〕。ただしl 産業連関表がその
オベレイ γ ョナリテイのために価値的産業連関賓として作成されていることに対応して，われわ
れの l輸送投入」も以下では価値額で担Ijられているものとする。


















XGj ・ 生産者価格評価の商業(G)部門→ 1部門の取引額
XFJ • ・生産者価格評価の貨物輸送(F)部門→ 1 部門の取引額
巴・ 包部門の最終需要 y....最終需要合計
Vj •••••• j部門の付加価値 V ・付加価値合計
とすると，生産者価格評価取引行列[X]は次のよう k示される。
Xl・ X1mX1G X1F Y1 X1 
IX，叫....，Xmm XmG XmF y"， X"， 
[x】 ~lxG' ・… ，XGmXaa XGP Ya XG 
xP1 ......xpm λそ同 λ~PP YFλ'F 
V，・… Vm Va Vp 0 V 







2JX'j+XiG十XiF十Y，=X‘ (i=1， ......，隅，G，F) (2) 
)=1 























XGJ=EAh，YG=呂GiY (j=1，…，四，G，F) (5) 
134 (134) 第 101巻第1号
XFJ=Eju，YF=言戸Y (6 ) 
そこで，次のような商業マージγ行列(GJ，輸送投入行列[F]を考えよう。
(Gl1・ G，机 G1GG1F G1y i 
(GJ=I 
¥G慨 1 ・Gmm'GmG GmF Gmy) 
( Fll......F1ffi FIG F1F F1y 
(Fl=1 








m EC廿+CW+GiF+Giy=-Gt (9 ) 
(i=l，……，間〉
























同様にして， Eh=XGが成立する c すなわち，品目別運賃収入の合計，品
目別商業マージYの合計は貨物輸送部門の総生産額，商業部門の総生産額に等
。、??
そこで，商業マージン行列[G)については，G1，. -X(}j， -Ya， -X，σ でもコて
縁付け Lた商業T ージY行列[c)，輸送投入行列[F)については，九 -XPj.
-XF でもって縁付けした輸送投入行列[1')を次のように与えよう n
(11) 
GH" G1G G1F GU~ 
G耐 GmG GmF Gmy Gm 
XGm-XGG-XGF-Ya-XG 
00000 










FLG F1F F1y Fl 
F協 1・ Frnm Fma FmF FmY Fm 
0 ・ o 0 0 0 0 
-XP1….，.-XFm-XFG-XPF-Yp-XF 
0 ・ o 0 0 0 0 








136 (136) 第 101巻第1号
X'll ・ "X'1m X'lG X'lF Y'1 X'l 
l"y'm1......X'mmx'maX'mF Y'mX'm 
[X'l~1 0 ・ o 0 0 0 0 
0 ・ o 0 0 0 0 
V，・ Vm Va Vp 0 V 






m 21xfzJ十円=Xj (j=1， ...，t仰肌?
また，各部門の販売高(横行)ω合計とし1定義される需要合計はその生産
額を商業マ一ジンλ，輸送コ λ トだけ上回る己とになりれ，生産額プヲス商業マ一
ミジ/Yプラス輸送投入(運賃収入)として定義される供給合計とノパミラ γ スrるo)D 
したがつて需給ベヲ yス式は
明
記 X"iJ+X'iG+X'W+ Y't =-=~\:九
日
-Xi +Gi +Ft 
となる 5向。 (τニ 1，，. "".刑)
(15) 
5) 購入者価格書戸市表は，刑の什方でも作成し弓る(官本 (7コ 30ベ_.-;，参闇〉が ことではわ
が同の昭和~.'i年 38年産業連関衰の方式に従って叡述してある(行政管理庁統計基準局.(1 J)。
なお 昭和~!'i年表より 商業マージン喪および園内運貫主が作製されてL、L この研究は とれ
らの表の利用を目的として構組されたものである。







































L: Xd ..Jト XiG+XiF+Y~=X，汁Mも (2)'
J"l 

















Xij*ニ Ti2J 2J Xij (19) 
つぎに，分子の輸送投入額は，輸送量と距離と運賃率との関数であるから，
1，8... r地域から S地域への距離




FtJ=LJ 2J PtEn1"x'ij (20) 
そこで， ~ずに (19). 仰を代入して，
Pi 2J2J Er81T8xn 







8) この点については， Ichimura， (2 J容照。
〆輸送投入と産業連関骨折 (139) 139 
ん=常(却














































と変形すれば， (2)， (9)， ~。によって次の 3 つの式に分解される。






aOj = L: CiJaμ 
1=-1 
11) 争h会キ争!-=giJQoj ; 与」手~. ~}! = fijad を用いる。
刊明円 引 ~iJ "'"J 
$ 




LJ aiJXJ +向。2JG J +内F 2J FJ+Yi~Xi
)=1 )=1 午1
悦 悦 司児
玉JgiJaiJXJ+giG向G 2J GJ+giFaiF 2J FJ+giYYi~Gi (25) 







3隅xl 3隅x3m 3mx刑 3刑×叫 3剛 X隅 3刑xl
日[1]一日川
ここで. [I]は単位行列. { }はベグトノレを示しているu
この式が，最終需要 γ4をあたえた場合に，部門別産出高，品目11]商業マー
ジン，品円別運賃収入を算附する計算式である n なお，例として，隅~2 の場
民F
合の計算式を示しておこう。
~1 (1-~1 -aL2 -~G 一向。 -a1F -alF 
Xzl I -a21 l-u:.u 一向。 一向。 -aZF -;-aZF 
Gd一 -gl1aU ← g12a121-glOa1G ← gloa1G -glpalF -glpalF G，I-I -g"a" -g凶 22 -gzoaZG l-gzouZG -gZpuZF -gZpaZF 
F，I I -j"“11 -j12U12 -flGalG -fIGUIG l-flpalF -JlpalF Fz) l -fna21 -t3ZaZ2 -f2GaZG -fZGaZG -f2pa2F l-f2F向F
12) 帥の轟数行列の列和について，
飢






































(P，) = [[刀 [(l+g"+!，)a，l'-'(V，) (29) 
以上が，われわれの価格決定モデル(基本形)である。 このモデノレで内生的
に決定されるのは，貨物輸送部門と商業部門の2つの部門を除く帥個の部門の























て異る買物運貰率的変化を取扱うことが困難となる。たとえば， (11)， m， (2)彦照。
14) われわれの価格決決モデル(基本形)にもとづいて展開されたj より現実的な価措置動モデル
としては』山田 [1")を審問されたい。同論文はj 金子崎山若宮， [5 Jの批判的発展を意
図して執筆されたものであるがj とれに対しては金子の re]oinder，(6)がある。 そとで，金
子， [6 Jは筆者の輸送投入率の鞭危の意義について明怯な理騨そ示されながら， 他方でその利
用について疑問を出しておられる。本稿は全体として，金子，(6 Jの疑問に対して答えているこ
とになるであろう。
144 (144) 第 101巻第1号
X~ ・ー 7地域で生産された z部門の総産出額
xg・ 7地域 z部門→ S地域1部門の取引額(生産者価格)
y;8... r地域 z部門に対する S地域の最終需要(出荷ベス，生産者価格〉
F~j......Xij Iご伴なって発生した輸送投入額(貨物運賃)
Vj...... r地域1部門の付加価値






















15) Isard， C 4J参照。
16) 本節では，商業部門は無視するがJ 以下の分析は商業部門についてもほとんどそのまま直用す
ることができる。





必要とした輸送投入の総額によって， タ地域の貨物輸送部門の s地域 1部門へ
の産出と定義することを意味している町。
その場合， け也域の貨物輸送部門の総産出額x;は同と働から，
X五=会会主πj+主 Fユ (34) 
となる。あるいは，この式は仰を用いて次の立うに表わすこともできる。
































じなし、からである n (1967年12月6日 佐被告牛革官記U念講義の日に〕
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